
玉村町文化センタースタートアップコンサート 

～安心してご利用いただくために～ 

実施報告 

 
2020 年 7月 17 日(金)14：00 から、にしきのホールメンバーズ倶楽部会員様、玉村町文化センター貸館ホ

ール利用者様、関係団体様、関連企業様に向けて、コンサートを行いました。 

ご利用いただくお客様に安心してお越しいただけるように、コンサートと当館の特徴も考慮した感染症対

策も体験していただきました。 

開催にあたり、ご理解、ご協力を賜りました皆様に厚くお礼を申し上げるとともに実施内容をご報告いた

します。 

 

この公演は、コロナ禍でいち早く音楽

をご自宅から配信し続けた松本花菜さ

ん（ヴァイオリン）、パートナーである

宮坂俊一郎さん（チェロ）、お二人から

の信頼が厚く共演を重ねている石川絢

子さん（ピアノ）にご出演いただき、

「愛の挨拶、星に願いを、涙そうそ

う、ニューシネマ・パラダイス」など

の親しみやすい曲目に楽しいトークを

交えて約 1 時間のステージをしていた

だきました。 

お客様からは、「対策を取った環境の中

で安心して鑑賞できた」、「久しぶりに生

演奏が聴けて嬉しかった」、 

「出演者さんの演奏やトークに感動し

た」など、温かいご意見を多数いただき

ました。 

また、公演後の「ホールご利用説明会」

には多くの方が参加してくださり、どな

たも真剣にコロナ対策について耳を傾

けていらっしゃいました。 

当財団としては、国、県、町、関連団体

のガイドラインに沿った対策を取るの

はもちろんのこと、当会館に適した独自

の対応なども町生涯学習課とも協議し、

お客様、出演者、スタッフ、全ての人が

安心してご利用いただけるように努め

てまいります。 

 

 

 

 

公演のポスター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下手（左出入口）                 上手(右出入口） 

入退場口は密回避のため 2か所とし、飛沫防止の観点からお声掛しなくても分かるよう床に表示をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

        下手（左出入り口）                   お手洗い 

非常扉も利用し出入口の密を回避しました。        

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 

至正面玄関自動扉 

エレベーターの内外にも消毒設置しました。 

今回は休憩（15分）時の混雑は発生しませんでしたが、

催しによっては休憩時間の拡大や時差案内が必要。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館利用者への案内表示をしました。（大ホール利用者と混ざらないような誘導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「健康状態申告書」記載ブース 

机に飛沫防止パネル設置、床に動線を表示。今回は

申告書をお持ちではない方に、こちらで検温と記載

をしていただきました。 
 

☒目印には着席不可 

お洒落さには欠けますが小さなお子様にもわかりや

すいとご利用者様からは好評でした。今回は一列目

着席不可、横一席空けとしました。 

出演者はリハーサル時マスク着用 

白線より前での演奏とトーク不可とさせていただ

きました。 

舞台縁から約 2ｍ白線あり 

舞台袖 

アナウンスブースに飛沫防止パネル設置。出演者待機

椅子の間隔確保は机を利用、消毒液設置（ピアノ演奏

時には特に注意）を行いました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                職員・ボランティアに入場口の対策説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開場時の客席の様子 

密の場合は会場係が座席をご案内する予定でしたが、

今回は密状況は発生しませんでした。 

公演後のホール利用者向け説明会 

スタッフが消毒する様子をご覧いただきながら

感染症対策等についての説明をお聞きいただき

ました。今回約 100 席の利用でしたが、全 914 席

を 5名で拭きあげると約 30 分かかりました。 

再入場券回収 BOX、 

回収後に消毒 

③健康状態申告書回収、 

BOX 内に袋（接触、個人

情報面に配慮） 

②検温（37.5 度以上の

方は待機室にご案内） 

④消毒（入場前にもれなく消

毒実施）、外出される方に

は再入場券配布 

出入りは一方通行 

開場時メッセージ投影 

COCOA インストール推奨、マスク着用、消毒、咳エ

チケット、ソーシャルディスタンスなどについて投

影しました。影アナでも 15 分おきに注意喚起実施。 

①列先頭の方は一

度こちらでお待ち

いただきます 

公演本番中の様子 

松本花菜さん（左）、石川絢子さん（中央）、宮坂俊一郎さん

（右）。コロナ禍でなければもっと多くの方にお届けしたい

素晴らしいステージでした。感染症対策などの突発的事項

にも柔軟な対応をしていただき感謝と同時に今まで以上に

アーティストさんとの連携は欠かせないと感じました。 



資料注釈以外に今回行った対策、気付き、自主事業の際に留意するべきこと、スタッフ間

で上がったこと等を記載させていただきます。 

 

スタッフについて 

 職員は毎日出勤前に個人宅で検温し体調記録を記入しています。会館に到着後、職員入口にて非接触

型体温測定器でチェックをした後、手指消毒を行い事務所に入ります。公演当日は更に非接触型体温

計で職員全員の検温を実施、体調不良者がいないかの確認を実施しました。 

 ボランティアの方にはご自宅で検温し、入館時にも消毒、検温、「健康状態申告書」の提出をしていた

だきました。 

 調律師の方にも消毒、検温、「健康状態申告書」の提出の実施をしていただきました。今後の自主事業

も業者の方など全員にご協力いただきます。 

 通常 1 か所のみ設置しているホールへの入場口を 2 か所にしたことで、通常よりもスタッフの増員が

必要になり、配置に関する計画の見直しが必要になりました。また、スタッフの控室も密を避けるよ

う配慮が必要です。 

 スタッフの感染症対策が徹底できるよう控室に消毒、事務所に消毒と非接触型体温計を配置しました。 

 

出演者について 

 県内在住の実力派のプロ奏者を選定。演奏に定評があり、感染症対策などの主旨に理解や協力が得ら

れる方に依頼しました。今回は使用楽器や編成人数も配慮しました。 

 体調管理、検温、消毒、「健康状態申告書」の提出をしていただきました。 

 楽屋は個室をご用意しました。 

 面会 NG としましたが、今後は差し入れも NG とするか検討中です。 

 

お客様について 

 画像で示した他に館内出入口すべてに足踏み式消毒ボトルが設置してあり、積極的に消毒を実施して

いただく事ができました。 

 ホール入場時にも、検温、「健康状態申告書」提出、消毒をしていただきました。お客様のご面倒には

なりますが、事前検温と入場時検温や消毒の徹底などは、安全と安心のために今後も実施したいと思

います。 

 着席不可の表示を設置しましたが、お客様ご自身も進んで距離を保った着席をされていたので、感染

防止意識が高いと感じました。また、今回はマスク非着用の方は皆無でした。 

 これまで、持ち込みのお食事を館内で召し上がる方がいらっしゃったのですが、今後の自主事業時に

は感染防止のため館内でのお食事はご遠慮いただきたいと思います。 

 

開場時間について 

 今回は、ロビーの混雑回避のため開場時間を開演 1 時間前に設定しましたが、開演までの時間が長く、

ロビーで時間をつぶされている様子の方がいらっしゃいました。今後、入場者が多い催し物ではロビ

ーに多くの方が留まってしてしまう心配があるので、開演 30 分前が望ましいかと考えております。ま

た、開場時間までに入場口に列ができてしまうので、可能な限り開場直前にお越しいただくよう周知

したり、チケット番号による時差入場を行うなども催しの性質に合わせた取り組みを検討中です。 

 

 



休憩について 

 今回はお手洗いの混雑はありませんでしたが、入場者が多い事業は休憩時間を延ばすことや、休憩開

始直後に殺到しないよう影アナや掲示でご案内するなどの工夫を検討中です。 

 休憩時に全ての扉を全開にするので、季節によっては、お客様ご自身で、暑さ、寒さを想定した服装

などをご準備のうえお越しいただく必要があると思いました。 

 

感染症対策用品について 

 消毒液で手指がかぶれてしまう方には、入場口に手袋をご用意してその上から消毒を実施していただ

けるようにしました。 

 スタッフのフェイスシールドについては、息で曇ってしまい水滴が垂れるなど、逆に感染症が心配な

面があることと、非常に暑くなるため熱中症の観点からも、厚生労働省 HP の＜「新しい生活様式」

における熱中症予防行動のポイント＞を参考に、長時間他者と密になる場合を除き希望するスタッフ

のみの着用としたいと思います。ただし、マスク着用は必須といたします。 

 スタッフもお客様もマスク着用は必須としますが、小さなお子様はこの限りではありません。ただし

保護者の方がマスクなしのお子様のソーシャルディスタンスに配慮をしていただけるよう注意喚起が

必要になります。 

 

 

※ここに記載なき事項も協議、検討を続けております。また、ここに記載した事項は状況により変更す

る場合がございますので、ご了承ください。 


